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 本書は、全世界で標準的なアルゴリズムの教科書として
位置づけられてきた『Introduction�to�Algorithms』の第4版
の翻訳書です。第4版ではコンピュータサイエンスの第⼀線
を捉えるために、安定結婚問題（2�部グラフでのマッチン
グ問題）、オンラインアルゴリズム、機械学習などの新しい
章や、再帰的漸化式の解法、ハッシュアルゴリズムなど、
新しい話題を豊富に取り⼊れています。これまでの版と同
様、各節末には多様なレベルの問題が配置され、学部や⼤
学院の講義⽤教科書として、また技術系専⾨家の⼿引書、
あるいは事典としても活⽤できます。
 本書は原著の第1〜35章、および付録A〜Dまでの完訳総
合版。巻末の索引も和（英）‐英（和）という構成で、「数
理⽤語辞典」としての価値も発揮しています。
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